
 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症については、国内感染が認められておりますが、過剰に心配すること

なく、風邪や季節性インフルエンザと同様に、まずは咳エチケット（マスクの着用等）、手洗い、手

指の消毒など、通常の感染予防対策を行うことが重要です。また、高齢者や持病のある方は、でき

るだけ人混みの多い場所を避けるなど、より一層注意してください。 

 

 
 

 現時点では、飛沫感染と接触感染の２つが考えられています。 

● 飛沫感染 

  感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛沫と一緒にウイルスが放出 

 され、別の人がそのウイルスを口や鼻から吸い込み感染すること。 

● 接触感染 

  感染者がくしゃみや咳を手で押さえ、その手で周りの物に触れ、 

 別の人がその物に触ってウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を 

 触って感染すること。 
 

（イラスト：政府広報オンライン） 

 

 

過剰に心配することなく、風邪や季節性インフルエンザと同様に、まずは咳エチケット（マスク

の着用等）、手洗い、手指の消毒など、通常の感染予防対策を行うことが重要です。 

● 手洗い 

 ドアノブなど様々なものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付着している可能性が

あります。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イラスト：政府広報オンライン） 

新型コロナウイルス感染症について 

回覧 

どのように感染するの？ 

感染予防はどうしたらよいの？ 



● 咳エチケット 

くしゃみや咳が出るときは、飛沫 

にウイルスを含んでいるかもしれま 

せんので、咳エチケットを心がけま 

しょう。 

 

（イラスト：厚生労働省） 

● 適度な湿度 

 空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では、加湿器など

を使用し、適切な湿度（50％～60％）を保ちましょう。 

 

 

発熱などの風邪症状があるときは、学校や会社を休み、外出を控え、毎日体温測定を行い、記録

しましょう。 

 

 

 次のいずれかに該当する方は、帰国者・接触者相談センター（倶知安保健所）にご相談ください。 

  ① 風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上続く方 

（解熱剤を飲み続けなければならない方も同様です。） 

② 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方 

 なお、次のいずれかに該当する方は重症化しやすいため、この状態が２日程度続く場合には、帰

国者・接触者相談センターにご相談ください。 

① 妊婦 

② 高齢者 

③ 糖尿病、心不全、呼吸器疾患の基礎疾患がある方や透析を受けている方 

④ 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

＊ 現時点では新型コロナウイルス感染症以外の病気の方が圧倒的に多い状況であり、インフルエ

ンザ等の心配があるときには、通常と同様に、かかりつけ医等にご相談ください。 

 

 

 ＊ 相談窓口 ⇒ 新型コロナウイルスに関連する肺炎の一般相談窓口です。 

 ＊ 帰国者・接触者相談センター ⇒ 新型コロナウイルスに関連する肺炎の感染が疑われる方

の相談窓口です。 

機 関 名 電話番号 受付時間 

相談窓口及び帰国者・接触者相談センター 

 北海道倶知安保健所 
0136-23-1957 
0136-23-1951 

平日 8:45～17:30 

 
北海道保健福祉部 

健康安全局地域保健課 
011-204-5020 

平日  17:30～21:00 

土日祝 9:00～17:00 

相談窓口 

 厚生労働省 0120-565653 9:00～21:00 
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【お問合せ先】 留寿都村役場保健医療課 （電話）0136-46-3131 

相談・受診の前に心がけていただきたいこと 

帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安 

相談窓口及び帰国者・接触者相談センター 


